
 

 

  

 

 

 

 

 

【とやまシティラボ推進事業】とやま未来共創チームの設立について 
 

 

１ 趣 旨 
 

本市は、今年度より「とやまシティラボ推進事業」（以下「本事業」という。）を実施し、

主に、若い世代によるオープンイノベーションを促進することとしております。 

この度、本事業のコンセプトを「未来共創」とし、実施主体となる官民連携組織「とやま

未来共創チーム」を設立しましたのでお知らせします。 

 

２ 「未来共創」について 
 

富山市が推進する「未来共創」とは、市内の産学官民が、立場を越えた対話を重ねること

により、未来のビジョン（ありたい姿）を共に描き、共有した上で、ビジョンからのバック

キャスティング（未来起点の発想法）で地域課題を明確化するとともに、実証・試行を通じ

て課題解決に取り組み、新たな価値を創造することを意味しています。 

３ 「とやま未来共創チーム」の設立 
 

「とやま未来共創チーム」は、助言機関である「とやまシティラボ有識者会議」（昨年度に

３回開催）や「富山市未来共創アドバイザリーグループ」の各委員の推薦や助言に基づき、

市内の２０～４０代の若手経営者や起業家を中心に構成する官民連携組織です。（別紙参照） 

本チームは、ＣｉＣ３階に市が整備する未来共創拠点施設を活用し、ビジネス交流を促す

プログラムやテクノロジーを活用した実証プロジェクト等を企画・実施することで、オープ

ンイノベーションを促進し、地域課題の解決や新たなビジネスの創出を図ります。 

４ 「未来共創」の３つのアプローチ 
 
  本市は、①オープンイノベーションの促進、②スマートシティの推進、③関係人口の拡大 

という３つのアプローチによって「未来共創」を推進することで、これまで取り組んできた

「コンパクトなまちづくり」の深化を図るとともに、新型コロナウイルス感染拡大の教訓を

踏まえ、新しい社会システムや生活様式のあり方なども検討してまいります。 

 

５ 今後のスケジュール 
 
  ９月頃    未来共創拠点施設の供用開始 

  ９月～３月  産学官民の対話による未来共創ビジョン設定、プロジェクト検討 

  ※上記は、新型コロナウイルスの感染状況に応じて変更となる可能性があります。 
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別紙【参考資料】 

 

１．とやま未来共創チーム 

（１）メンバー 
 

組織名 役職 氏名 

富山ニュービジネス協議会 副会長 村上
むらかみ

 宏康
ひろやす

（会長） 

富山商工会議所青年部 地域未来委員会 副委員長 種昻
しゅわり

  哲
さとし

 

Code for Toyama City 代表 冨成
とみなり

 敬之
たかゆき

 

（一社）UniverCity Lab 

代表理事 碓井
う す い

 一平
いっぺい

 

代表理事 福原
ふくはら

 渉
しょう

太
た

 

リベラルアーツ Labo 代表 早水
はやみず

 由樹
ゆ き

 

（株）日本政策投資銀行 富山事務所長 吉田
よ し だ

 守一
しゅいち

 

 
（２）事務局 
 

組織名 役職 氏名 

富山市（未来戦略室） 室長 青山
あおやま

 哲也
て つ や

（事務局長） 
 
 

２．富山市未来共創アドバイザリーグループ 

  本市が推進する「未来共創」について各種助言等を行う、市内の産学トップによるアドバ

イザリー組織。 

（１）メンバー 
 

組織名 役職 氏名 

富山商工会議所 会頭 髙
たか

木
ぎ

 繁
しげ

雄
お

 

富山経済同友会 代表幹事 麦野
む ぎ の

 英
ひで

順
のり

 

富山大学 学長 齋藤
さいとう

 滋
しげる

 

富山国際大学 学長 高木
た か ぎ

 利
とし

久
ひさ

 

 
（２）議長 
 

組織名 役職 氏名 

富山市 市長 森
もり

 雅
まさ

志
し

 
 


